
 

 

 

 

 

《 「介護ウェーブ2026基本方針」提起＆「新介護署名」スタート 》 

● 介護ウェーブ2026基本方針 

2026年6月30日に「介護ウェーブ2026基本方針」（全民医発(47)第ア-137号）を発出しました。 

新しい基本方針では、昨年に引き続き、①「三大改悪」（利用料２割負担の対象拡大、ケアプランの有料化、

要介護１・２の生活援助等の総合事業への移行）を全面的に阻止すること、②処遇改善については、全額国費

によりすべての介護従事者の賃金を早急に全産業平均水準に引き上げること、③「必要充足」原則、「応能負

担」原則にもとづく制度の改善と介護保険財政における国庫負担割合（現在２５％）の段階的な引き上げを基

本要求に、「ミサイルではなくケアを」の立場から、介護・医療・福祉に必要な財源を確保し、安心して暮らせ

る社会の実現を求めます。 

【 取り組みの方針としては４点提起します 】 

 

 

① 改正介護保険法の内容を学習し、利用者、地域の介護事業所等に知らせ、問題点を共有しましょう。 

② あらたに提起される新介護署名の内容を現場で学習し、利用者、地域の介護事業所等に広げ、目標を

立てて取り組みましょう。第1次集約は11月末、第2次集約は来年2月末、最終を5月末までとします。 

③ 利用者や地域の介護事業所等から寄せられた声を集めて、国会や厚生労働省、自治体に届けましょ

う。また、マスコミにも積極的に発信しましょう。 

④ 第9期介護保険事業計画の進捗状況を把握し、財政状況と合わせて検証しましょう。 

市町村が積み立てた基金を第10期介護保険料の軽減や人材確保、独自施策などに使わせるよう働き

かけましょう。今後、第10期介護保険事業計画の策定に向けた国の動向等が明らかになってきました

ら、自治体にむけた方針は別途提起します。 

 

 

 

ひきつづき、「3つの丸ごと」ウェーブ（地域

丸ごと、民医連丸ごと、ケア丸ごと）をすす

め、新介護署名も7月から開始します。昨年の地

域医療を守れ！の「緊急行動」や医師、看護の

ウェーブ等でむすびついたつながりを活かし

て、職能団体や地域の方々との共同、障害・保

育分野や認知症の人と家族の会などの当事者団

体との共同を追求し、各法人、県連で取り組み

の方針をもちましょう。 
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● 新介護署名（2026年度版） 

介護請願署名（2025年度版）は、2026年5月26日に39万3055筆

（うち民医連分24万4545筆）の署名を提出することができました。

民医連としては、25万筆の署名集めを目標としていたため、目標達

成まであとわずかという結果でしたが、過去最高の到達となってい

ます。2026年度も同じ25万筆を集めることを目標として、今度こそ

目標達成させましょう。 

 新介護請願署名（2026年度版）の大きな変更点は、「有料老人ホ

ーム入居者のケアプラン有料化の見直しを行わないこと」と、「す

べての地域において」との文言を追加して、「必要なときに必要な

介護が保障されるよう」求めている点です。これは、国会で審議さ

れている「改正介護保険法案」で、介護保険サービスの地域格差を

拡大しかねない「特定地域サービス」「特定地域居宅サービス等事

業」の新設・実施に反対するものでもあります。 

 介護請願署名の第1次提出は11月末を予定しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 新介護署名 キックオフ集会 》 

2026年7月28日（火）18時から「新介護署名キックオフ集会」 

オンライン開催いたします。 

○スケジュール ・17：30～ Zoom受付開始 

        ・18：00～ 開会 

        ・18：05～ 介護保険制度をめぐる情勢報告 

        ・18：35～ 実態報告 

        ・18：50～ 行動提起 

        ・19：00～ 閉会 

○Zoom情報については、後日お知らせいたします。 

 

 

 

お問い合わせ先 介護ウェーブ推進本部 

TEL：03-5842-6451     E-mail：min-kaigo@min-iren.gr.jp      全日本民医連事務局：栗原・若林・林 
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